
このまちの１００年

「宇都宮」

上空からみた宇都宮エリア

大正期の宇都宮駅の駅前風景

東北本線宇都宮駅の二代目駅舎。豪華な社寺建築で、京
都鉄道二条駅の駅舎の模範にされた

昭和6年に開業した東武宇都宮駅

宇都宮の中心地に鎮座する二荒山神社の参道付近の様子

東京電力付近の馬場通り。宇都宮駅方面を望んでおり、右
の歩道のアーケードは現在も残る

宇都宮は古くは二荒山神社の門前町として栄え、江戸期には城下町、日光・奥州街道
の宿場町としても繁栄しました。明治17年に県庁所在地となり、現在も県の政治・経済
の中心地となっています。
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